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�市報の発行日は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）です。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・
　ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は広報広聴課へ問い合わせてください。
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�
第
５
回
て
ん
刻
・
遊
印
作
品

展　

２
月　

日
（
日
）
〜　

日

１３

２７

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（　

日
は
午
後
か
ら
、　

日
は

１３

２７

正
午
ま
で
、
月
曜
日
は
休
館
）。

中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
。
�
は
ん
こ
道
楽
・
本

橋　

（
３
４
３
）
４
１
１
２

０４２
�
ビ
ー
ト
ル
ズ　

ト
ー
ク
＆
ラ

イ
ブ　

２
月　

日
（
日
）
午
後

１３

１
時
〜
３
時　

分
、
０
時　

分

３０

３０

開
場
。
ル
ネ
こ
だ
い
ら
。
費
用

５
百
円
。
講
師
…
星
加
ル
ミ

子
、
ビ
ー
ト
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
。
�

４
エ
バ
ー
・
五
十
嵐
０
９
０（
４

６
１
８
）
７
７
９
２

�
肝
臓
病
医
療
講
演
会　

ウ
イ

ル
ス
性
肝
疾
患
治
療
の
最
前

線
。
２
月　

日
（
日
）
午
後
１

１３

時　

分
〜
４
時　

分
。
い
ず
み

３０

３０

ホ
ー
ル
（　

西
国
分
寺
駅
南
口

JR

前
）。
無
料
。
百
人（
先
着
順
）。

講
師
…
齋
藤
英
胤
氏
（
慶
應
義

塾
大
学
講
師
）。
�
小
金
井
地

区
肝
友
会
・
杉
田　

（
３
８
３
）

０４２

２
０
２
４

�
イ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ　

周
年

１０

記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー　

男
と
女

・
イ
タ
リ
ア
の
南
と
北　

２
月

　

日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
。

１５花
小
金
井
南
公
民
館
。
無
料
。

　

人
（
先
着
順
）。
講
師
…
押

６０場
靖
志
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
イ

タ
リ
ア
語
会
話
出
演
）、
モ
ニ

カ
・
ブ
レ
ッ
サ
ッ
リ
ア
氏
。
主

催
…
イ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
。
入

会
説
明
会
…
３
月　

日
（
火
）

１５

午
後
１
時
か
ら
。
�
神
田
０
４

２
４
（　

）
１
９
９
５

６５

�
卒
業
・
入
学
着
付
け
講
習
会

　

手
結
び
に
よ
る
着
付
け
（
ふ

だ
ん
着
や
袴
も
可
）。
３
月
５

日
（
土
）
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
。
小
川
西
町
公
民
館
。

３０
無
料
。
持
ち
物
…
着
物
帯
（
袴

の
場
合
は
半
巾
帯
）
、
襦
袢
、

小
物
一
式
。
�
小
平
き
も
の
を

楽
し
む
会　

（
３
３
２
）
５
５

０４２

５
５

�
第
百
２
回
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

探
訪　

３
月　

日
（
日
）
午
前

１３

９
時　

分
、
萩
山
駅
改
札
口
集

２０

合
。
コ
ー
ス
…
梅
の
里
、
吉
川

英
治
記
念
館
、
梅
の
公
園
（
青

梅
市
梅
ま
つ
り
）。
費
用
５
百

円
。
弁
当
、
飲
み
物
持
参
。
ガ

イ
ド
同
伴
。
申
込
み
…
前
日
ま

で
に
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
探
訪

の
会
・
佐
々
木
へ
�
０
４
２
４

（　

）
３
８
２
０

６４

 
★
上
水
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル

　

第
２
・
４
木
曜
日
午
前
９
時

　

分
〜
正
午
。上
水
南
公
民
館
。

３０月
会
費
２
千
円
（
教
材
費
別
）。

�
宮
川　

（
３
２
１
）３
８
０
８

０４２

★
小
平
こ
ど
も
劇
場　

入
会
金

３
百
円
、
月
会
費
１
千
５
百
円

（
４
歳
以
上
）。
例
会
…
２
月

　

日
（
日
）
午
後
１
時　

分
か

２７

３０

ら
、
５
時　

分
か
ら
。
ル
ネ
こ

３０

だ
い
ら
大
ホ
ー
ル
。
日
中
合
作

大
型
人
形
劇
「
西
遊
記　

天
竺

へ
の
道
の
巻
」（
む
す
び
座
）。

当
日
も
入
会
可
。
�
小
平
こ
ど

も
劇
場　

（
３
４
７
）７
２
１
１

０４２

★
介
山
会　

中
里
介
山
の
作
品

を
読
む
。
第
３
木
曜
日
午
前　
１０

時
〜
正
午
。
仲
町
公
民
館
。
月

会
費
５
百
円
。
�
堀　

（
３
４

０４２

５
）
２
４
５
２

★
養
生
気
功　

花
南
気
功
の
会

　

第
２
・
４
水
曜
日
午
前　

時
１０

〜
正
午
。
鈴
木
公
民
館
。
月
会

費
２
千
円
。
�
伊
藤
０
４
２
４

（　

）
４
５
２
４

６２
★
女
性
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム　

土
曜
日
午
後
６
時　

分
〜
９

３０

時
。
十
三
小
体
育
館
。
年
会
費

３
千
円
（
保
険
料
）。
�
奥
山

　

（
３
４
３
）
７
７
４
３

０４２★
茶
道　

宗
和
会　

第
１
・
３

水
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
。
中

島
地
域
セ
ン
タ
ー
。
月
会
費
２

千
円（
茶
菓
代
別
）。
裏
千
家
。

�
加
藤　

（
３
４
１
）６
８
０
６

０４２

★
囲
碁　

レ
ッ
ツ
碁　

第
１
〜

３
水
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時
。

花
小
金
井
北
公
民
館
。
月
会
費

５
百
円
。
�
大
岩　

（
３
８
４
）

０４２

８
０
７
８

★
多
摩
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会　

多
摩
・
秩
父
周
辺
の
ハ
イ
キ
ン

グ
と
都
内
散
策
。
月
５
、
６
回

平
日
、
参
加
自
由
。
年
会
費
４

千
円
（
保
険
料
含
む
）。
例
会

を
月
１
回
、
東
部
市
民
セ
ン
タ

ー
で
。
�
増
田　

（
３
４
１
）

０４２

７
６
２
０

★
歌
謡
舞
踊　

舞
踊
ク
ラ
ブ
藤

枝
会　

第
１
・
３
火
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時
。
仲
町
公
民
館
。

月
会
費
２
千
円
。
�
小
山　
０４２

（
３
４
７
）
２
２
４
４

★
天
然
酵
母
パ
ン　

カ
ン
ガ
ー

ル　

第
３
火
曜
日
午
前
９
時　
３０

分
〜
正
午
。
中
央
公
民
館
。
月

会
費
１
千
円（
材
料
費
別
）。
�

荒　

（
３
３
２
）
１
１
７
１

０４２
★
硬
式
少
年
野
球　

小
平
リ
ト

ル
リ
ー
グ　

土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

天
神
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
。
月
会

費
４
千
円
。
�
藤
原　

（
３
４

０４２

５
）
２
９
５
８

★
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語　

小
平
日
本
語
の
会　

水
曜
日
午

前　

時
〜　

時　

分
。
小
川
西

１０

１１

３０

町
公
民
館
。
月
会
費
２
百
円
。

�
福
井　

（
３
４
３
）７
１
６
１

０４２

★
健
康
体
操　

自
立
体
操
さ
つ

き
会　

日
曜
日
午
前
９
時
〜　
１０

時
。
上
宿
公
民
館
。
月
会
費
１

千
円
。
�
上
野　

（
３
４
５
）

０４２

５
７
６
５

★
カ
ラ
オ
ケ　

た
ん
ぽ
ぽ
歌
謡

同
好
会　

月
３
回
金
曜
日
午
後

１
時　

分
〜
４
時
。
ル
ネ
こ
だ

３０

い
ら
ほ
か
。
入
会
金
１
千
円
、

月
会
費
２
千
５
百
円
。
女
性
。

�
吉
野
０
４
２
４
（　

）
５
４

６７

３
３

★
ス
ト
レ
ッ
チ
と
健
康
体
操
会

　

３
月
１
日
か
ら
の
月
曜
〜
日

曜
日
午
前
９
時
か
ら　

分
間
。

４０

仲
町
第
２
公
園
。
年
会
費
３
千

円
。
�
野
中
０
４
２
４
（　

）
６１

３
４
２
４

★
懐
石
料
理　

松
の
実
会　

第

４
木
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時
。

小
川
西
町
公
民
館
。
月
会
費
１

千
円（
材
料
費
別
）。　

歳
以
上

６０

の
方
。
�
芦
原　

（
３
２
３
）

０４２

７
８
５
５

★
茶
道　

な
で
し
こ
会　

第
３

土
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時
。
鈴

木
公
民
館
。月
会
費
１
千
円
。表

千
家
。
�
窓
阻
０
４
２
４（　

）
６１

９
６
３
９

★
こ
と
ば
を
た
の
し
む
会　

第

３
火
曜
日
午
前
９
時　

分
〜
正

４５

午
。
上
水
南
公
民
館
。
月
会
費

１
千
円
。
�
島　

（
３
２
３
）

０４２

８
９
６
３

★
ラ
ラ
ラ
リ
ト
ミ
ッ
ク　

第
２

・
４
火
曜
日
午
前　

時
か
ら
。

１０

津
田
公
民
館
。
月
会
費
２
千

円
。
未
就
園
児
の
親
子
。
�
生

方　

（
３
０
８
）
８
５
８
６

０４２
★
話
し
方　

や
ま
び
こ
サ
ー
ク

ル　

第
２
・
４
火
曜
日
午
後
１

時　

分
〜
４
時
。
花
小
金
井
南

３０
公
民
館
。
月
会
費
１
千
円
。
�

野
村　

（
３
４
４
）
５
５
０
７

０４２

掲
載
希
望
団
体
は
広
報
広

聴
課
、
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
、
宗
教
、
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

広
報
広
聴
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
５

　第５１回秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選

手権大会（平成１６年１２月６日～１２日、東京体育館ほか）

で、出場大学１１３校の中から見事優勝を飾った嘉悦大

学女子バレーボール部の皆さんが、市長を表敬訪問し

ました。

　４度目の優勝に輝いた部員の皆さんに、市長からお

祝いの言葉がかけられました。

嘉悦大学
全日本バレーボール

大学女子選手権大会で優勝

　

２
月
１
日
に
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
、
平
成　

年
か
ら
小
平

１１

市
消
防
団
を
統
括
し
て
き
た
竹

内
博
行
団
長
が
、
１
月　

日
付

３１

で
勇
退
し
、
鈴
木
洋
一
新
団
長

の
も
と
、
新
た
な
体
制
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

小
平
市
消
防
団
は
９
個
分
団

百　

人
で
編
成
さ
れ
、
地
域
の

４９
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
郷
土
愛

護
精
神
の
も
と
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
生
業
の

か
た
わ
ら
、
災
害
発
生
時
に
は

昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
に
密
着
し
、
市
民
の
安

心
安
全
に
貢
献
す
る
消
防
団
員

に
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
団
の
新
体
制
は
下
表
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

問
合
せ　

防
災
安
全
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
８
１
３
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�
小
平
市
開
発
事
業
に
お
け
る

手
続
及
び
基
準
等
に
関
す
る
条

例
を
制
定

　

市
で
は
、
大
規
模
な
開
発
が

行
わ
れ
る
際
の
手
続
き
・
基
準

な
ど
を
検
討
し
、「
都
市
計
画
・

ま
ち
づ
く
り
の
新
し
い
ル
ー
ル

づ
く
り
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
市
議
会　

月
定
例
会
で
小

１２

平
市
開
発
事
業
に
お
け
る
手
続

及
び
基
準
等
に
関
す
る
条
例
が

成
立
し
、
４
月
か
ら
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
開
発
事
業

（
宅
地
開
発
お
よ
び
一
定
規
模

以
上
の
建
築
）
の
着
工
前
に
必

要
な
手
続
き
お
よ
び
公
共
施
設

の
整
備
な
ど
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

小
平
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
け
る
土
地
利
用
の
方

針
な
ど
を
実
現
し
、
良
好
な
住

環
境
お
よ
び
安
全
で
快
適
な
都

市
環
境
を
備
え
た
市
街
地
の
形

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

条
例
は
大
き
く
「
大
規
模
土

地
取
引
の
届
け
出
」、「
大
規
模

開
発
事
業
の
手
続
き
」、「
開
発

事
業
の
手
続
き
」、「
公
園
・
敷

地
面
積
な
ど
の
基
準
」
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

  　

５
千
平
方
�
以
上
の
土
地
を

売
買
し
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど

は
、
取
引
の
３
か
月
前
に
市
に

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 　

次
に
該
当
す
る
大
規
模
開
発

事
業
の
場
合
は
、
土
地
利
用
構

想
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
の
見

直
し
が
可
能
な
時
期
ま
で
に
、

市
に
届
け
出
を
す
る
と
と
も

に
、標
識
の
設
置
、説
明
会
の
開

催
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
事
業
面
積
が
５
千
平
方
�
以

上
の
開
発
事
業

▽
計
画
戸
数
が
百
戸
以
上
の
集

合
住
宅
（
共
同
住
宅
、
寮
、
寄

宿
舎
な
ど
）

▽
延
床
面
積
が
１
万
平
方
�
以

上
の
建
築
行
為

〈

主

な

規

定

〉

大

規

模

土

地

取

引

の

届

け

出

�

�
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�
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大

規

模

開

発

事

業

の

手

続

き

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
意
見
書
の
提
出

　

事
業
計
画
地
の
周
辺
住
民
の

方
で
、
大
規
模
開
発
事
業
に
つ

い
て
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
図
る
見
地
か
ら
の

意
見
が
あ
る
場
合
は
、
市
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
市
は
事
業
者
に
意
見
書

を
送
付
し
、
事
業
者
は
こ
れ
に

対
す
る
見
解
書
を
作
成
し
ま

す
。

 　

こ
れ
ま
で
、
市
で
は
宅
地
開

発
指
導
要
綱
な
ど
に
基
づ
く
事

業
者
と
の
事
前
協
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
の
条
例
に

よ
り
手
続
き
を
明
確
化
し
ま
し

た
。
次
の
行
為
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

▽
５
百
平
方
�
以
上
の
開
発
行

為▽
建
築
行
為
の
う
ち
、
事
業
面

積
が
１
千
平
方
�
以
上
ま
た

は
、
延
床
面
積
が
１
千
平
方
㍍

以
上
の
も
の
。
ま
た
は
独
立
に

区
画
さ
れ
た
戸
数
が　

戸
以
上

１６

の
も
の
（
集
合
住
宅
な
ど
）

 　

緑
地
を
確
保
し
、
敷
地
の
細

分
化
を
防
ぐ
た
め
、
都
市
計
画

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
園
・

敷
地
面
積
な
ど
の
基
準
を
定
め

ま
し
た
。

▽
３
千
平
方
�
以
上
の
開
発
に

つ
い
て
は
、
事
業
面
積
の
６
％

開
発
事
業
の
手
続
き

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

公
園
・
敷
地
面
積

な

ど

の

基

準

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

の
公
園
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と

を
定
め
ま
し
た

▽
新
た
な
宅
地
開
発
に
つ
い
て

は
、
１
区
画
の
敷
地
面
積
の
最

低
限
度
を
定
め
ま
し
た（
右
表
）

 　

大
規
模
土
地
取
引
行
為
を
し

よ
う
と
す
る
方
や
大
規
模
開
発

を
行
う
事
業
主
が
、
届
け
出
の

勧

告

・

公

表

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害

共
済
（
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
）
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
万
一
、
交

通
事
故
に
あ
い
、
医
師
な
ど
の

治
療
を
受
け
た
場
合
に
、
加
入

者
の
会
費
か
ら
見
舞
金
を
受
け

ら
れ
る
制
度
で
す
。
現
在
、
新

年
度
分
の
申
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日

１８

３１

※
４
月
１
日
以
降
に
加
入
の
場

合
は
、
加
入
申
込
日
の
翌
日
か

ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
。

１８

３１

年
会
費　

Ａ
コ
ー
ス
１
千
円
、

Ｂ
コ
ー
ス
５
百
円

※
一
人
１
口
ま
で
。

特
別
加
入　

小
・
中
学
生
（
平

成　

年
４
月
１
日
現
在
）、
消

１７
防
団
員
は
、
市
が
公
費
で
Ｂ
コ

ー
ス
に
一
括
加
入
し
ま
す
の

で
、
加
入
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん

※
Ａ
コ
ー
ス
（
会
費
１
千
円
）

に
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、
別

途
、
Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
し
て
く

だ
さ
い
。

加
入
資
格　

▽
市
内
在
住
で
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
の

あ
る
方

▽
会
員
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
方
で
、
就
学
の
た
め
東
京

都
の
市
町
村
以
外
に
居
住
し
て

い
る
方

※
共
済
期
間
中
は
、
Ｂ
コ
ー
ス

か
ら
Ａ
コ
ー
ス
へ
変
更
で
き
ま

す
。

※
平
成　

年
度
に
加
入
し
て
い

１６

る
方
も
、
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。

給
付
内
容　

日
本
国
内
で
自
動

車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
電
車

な
ど
の
交
通
機
関
の
交
通
に
よ

る
人
身
事
故
で
、
身
体
に
傷
害

を
受
け
た
場
合
に
、
災
害
の
程

度
（
実
治
療
日
数
な
ど
）
に
よ

り
見
舞
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

※
事
故
で
死
亡
し
た
会
員
の
遺

児
に
は
、
義
務
教
育
修
了
ま
で

遺
児
年
金
（
遺
児
一
人
に
つ
き

年
額
９
万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

申
込
み　

加
入
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
年
会
費
を
添
え
て
、

申
込
み
先
へ

申
込
み
先　

▽
市
役
所
１
階
会

計
課
出
納
窓
口
（
申
込
書
は
１

階
高
齢
者
福
祉
課
医
療
係
）

▽
東
部
・
西
部
出
張
所

▽
動
く
市
役
所

▽
市
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
農
業
協
同
組
合

▽
三
井
住
友
銀
行
東
大
和
支
店

▽
東
京
三
菱
銀
行
国
分
寺
支
店

※
小
平
市
の
加
入
申
込
書
を
お

持
ち
の
場
合
は
、
都
内
の
指
定

さ
れ
た
金
融
機
関
（
郵
便
局
、

一
部
の
農
業
協
同
組
合
を
除

く
）で
も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

※
加
入
申
込
書
は
、
申
込
み
先

の
ほ
か
、
公
民
館
、図
書
館
、地

域
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
故
（
自
転

車
の
単
独
事
故
な
ど
）
で
も
す

ぐ
に
警
察
署
に
届
け
出
て
、
交

通
事
故
証
明
書
（
人
身
事
故
）

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

共
済
見
舞
金
の
請
求
に
は
、

交
通
事
故
証
明
書（
人
身
事
故
）

と
指
定
の
診
断
書
が
必
要
で

す
。

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課
医
療

係
（
市
役
所
１
階
）
�　

（
３

０４２

４
６
）
９
５
３
８

義
務
を
怠
っ
た
り
、
説
明
会
の

開
催
な
ど
を
行
わ
な
い
場
合
に

は
、
市
は
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
勧
告
に
従
わ
な

い
場
合
は
、
有
識
者
に
よ
る

「
土
地
利
用
審
議
会
」
の
意
見

を
聞
い
た
う
え
で
、
事
業
主
な

ど
の
氏
名
や
勧
告
の
内
容
お
よ

び
事
業
主
な
ど
の
対
応
を
公
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

総
合
計
画
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
５
４

 　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
が
進
ん
だ

都
市
部
で
は
、
雨
水
は
地
下
に

浸
透
で
き
ず
に
、
下
水
に
流
入

し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ

の

た

め
、
地
下
水
の

減
少
に
よ
る
地

盤
沈
下
や
、
河

川
・
井
戸
水
の

枯
渇
化
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
雨

水
の
浸
透
を
進

め
る
た
め
、
宅

地
内
で
の
浸
透

雨
水
浸
透
ま
す
の

設
置
費
用
を
助
成

　

市
の
特
産
品
で
あ
る「
う
ど
」

は
、　

種
類
し
か
な
い
日
本
原

１２

産
野
菜
の
一
つ
で
、
新
鮮
な
香

り
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
歯

触
り
が
魅
力
で
す
。

　

こ
の
う
ど
が
旬
を
迎
え
、
お

い
し
さ
を
多
く
の
方
々
に
味
わ

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
即
売
会

と
料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

 
と　

き　

２
月　

日
（
木
）　

１７

午
前
９
時
か
ら

※
売
り
切
れ
し
だ
い
終
了
。

と
こ
ろ　
　

東
京
む
さ
し
小
平

JA

支
店
農
産
物
共
同
直
売
所
（
西

武
線
青
梅
街
道
駅
徒
歩
１
分
）

う

ど

即

売

会

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

※
箱
売
り
、
地
方
発
送
も
受
け

付
け
ま
す
。

主　

催　

小
平
市
う
ど
生
産
出

荷
組
合

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平

JA

支
店
指
導
経
済
課
�　

（
３
４

０４２

１
）
０
０
３
８

 　

う
ど
を
知
ら
な
い
若
い
世
代

の
方
に
も
特
有
の
香
味
と
歯
触

り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
法
を
紹

介
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
４
日
（
金
）　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０
消

費

生

活

講

座

う

ど

料

理

講

習

会

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
２５

※
以
前
受
講
し
た
方
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

講　

師　

小
澤
佳
代
さ
ん
（
栄

養
士
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン協　

力　
　

東
京
む
さ
し
小
平

JA

支
店
、
小
平
市
う
ど
生
産
出
荷

組
合

申
込
み　

２
月　

日
（
金
）
ま

１８

で
（
消
印
有
効
）
に
、
は
が
き

に「
う
ど
料
理
講
習
会
申
込
み
」

と
明
記
し
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
、
２
月
中

に
結
果
を
通
知
）

※
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
〒　
１８７

�
８
７
０
１　

小
平
市
役
所
）

�　

（
３
４
６
）
９
５
３
２

０４２

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

屋
根
で
受
け
た
雨
水
を
地
下

に
積
極
的
に
浸
透
さ
せ
る
「
雨

水
浸
透
ま
す
」
を
、
個
人
が
所

有
す
る
建
物
に
設
置
す
る
場

合
、
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
�

　

（
３
４
６
）
９
８
３
１

０４２

 
応
募
資
格　

４
月
１
日
現
在
、

都
営
水
道
を
使
用
し
て
い
る
地

域
に
在
住
の
満　

歳
以
上
で
、

２０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
・
電

子
メ
ー
ル
を
日
本
語
で
利
用
で

き
る
方
（
都
区
市
町
の
公
務
員

を
除
く
）

募
集
人
数　

５
百
人

任　

期　

４
月
１
日
〜
平
成　
１８

年
３
月　

日
３１

内　

容　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

（
年
６
回
程
度
）、
モ
ニ
タ
ー

会
議
へ
の
出
席
、
水
道
施
設
見

学
会
へ
の
参
加

謝　

礼　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
１
回
に
つ
き
図
書
券
５
百
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

平
成　

年
度

１７

分申
込
み　

２
月　

日
（
月
）
の

２８

午
後
５
時
ま
で
に
、
東
京
都
水

道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ http：

//

w
w
w
.
w
a
t
e
r
w
o
r
k
s
.
m
e
t
r
o
.

t
o
k
y
o
.
j
p

）
に
、「
水
道
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
」
（
百
字
以

内
）
と
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
性

別
、
年
齢
、
職
業
な
ど
を
入
力

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
年

齢
、
地
域
、
男
女
別
な
ど
を
考

慮
し
て
選
考
し
、
３
月
下
旬
に

結
果
を
全
員
に
電
子
メ
ー
ル
で

通
知
）

※
利
用
す
る
機
器
や
通
信
費
用

な
ど
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

東
京
都
水
道
局
サ
ー

ビ
ス
推
進
部
広
報
サ
ー
ビ
ス
課

�　

（
５
３
２
０
）
６
３
２
７

０３

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規
模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
のののののののののののののののののののののののののののののののののの
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
をををををををををををををををををををををををををををををををををを
条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

交

通

事

故

に

あ

っ

た

と

き

、

起
こ
し
た
と
き
は

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

うううううううううううううううう
どどどどどどどどどどどどどどどど
をををををををををををををををを
食食食食食食食食食食食食食食食食
卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓
にににににににににににににににに

う
ど
を
食
卓
に

鈴　木　洋　一団　　　長

本　
　

団

筋　野　　　明副　団　長

加　藤　政　一副　団　長

清　水　和　弘副　団　長

関　根　　　勲分　団　長

第
一
分
団

加　藤　美　吉副 分 団 長

立　川　裕　之部　長

小　山　喜　五部　長

阿　部　一　幸部　長

竹　内　克　己分　団　長

第
二
分
団

角　田　喜　一副 分 団 長

浅　見　知　秀部　長

加　藤　光　喜部　長

小　川　憲　利部　長

小　山　伸　一分　団　長

第
三
分
団

石　川　　　淳副 分 団 長

岸　野　　　昌部　長

吉　田　　　武部　長

加　藤　真　一部　長

當　麻　　　一分　団　長

第
四
分
団

大　塚　盛　次副 分 団 長

當　間　智　一部　長

宮　蒼　　　淳部　長

吉　川　静　男部　長

小　山　宗　則分　団　長

第
五
分
団

渡　辺　祥　昭副 分 団 長

林　田　昌　三部　長

佐　藤　敬　吾部　長

鷲　谷　尚　人部　長

中　島　　　誠分　団　長

第
六
分
団

高　橋　幸　男副 分 団 長

佐　藤　雅　浩部　長

秋　田　淳　一部　長

石　橋　正　春部　長

肥　沼　好　一分　団　長

第
七
分
団

川　口　庄　次副 分 団 長

内　藤　義　博部　長

星　野　和　宏部　長

山　口　章次郎部　長

齋　藤　浩　史分　団　長

第
八
分
団

森　田　建　一副 分 団 長

磯　野　康　祐部　長

浪　江　孝　志部　長

高　杉　　　啓部　長

岡　野　宏　和分　団　長

第
九
分
団

尾　蒼　和　之副 分 団 長

高　橋　　　学部　長

真　鍋　隆　則部　長

横　川　　　亘部　長

退団者（１月31日付）

氏　　名階　級分　　団

竹　内　博　行団　長本　　団

森　田　正　行分団長第二分団

上　野　正　則分団長第三分団

茂手木　　　忠団　員第四分団

秋　田　友　之班　長第五分団

小　林　正　明分団長第九分団

入団者（２月１日付）

氏　　　　名分　　団

内　田　貴　之第二分団

江　成　　　潤第二分団

間　込　憲　一第三分団

安　齋　圭太郎第三分団

当　間　　　隆第四分団

内　堀　　　彰第四分団

工　藤　　　忍第五分団

齋　藤　貴　彦第七分団

池　島　宏　一第七分団

高　橋　智　明第九分団

新たな宅地開発の際の敷地面積の基準
１区画の敷地面積の最低限度事業面積用途地域

１２０�
 （①１２０�ある敷地が全敷地の７０％あること
 　②一の敷地の最低面積が１１０�あること
　 ③全敷地の平均面積が１２０�あること）

３,０００�以上第一種低層
住居専用地域

１１０�３,０００�未満
１００�―上記以外

自らの郷土は自ら守る
交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害共共共共共共共共共共共共共共共共済済済済済済済済済済済済済済済済交通災害共済

（（（（（（（（（（（（（（（（ちちちちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょょょょょここここここここここここここここっっっっっっっっっっっっっっっっとととととととととととととととと共共共共共共共共共共共共共共共共済済済済済済済済済済済済済済済済））））））））））））））））（ちょこっと共済）

新年度分加入申込み受付中
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